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｜
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秀

付

は

じ

め

に

祖
滅
間
も
な
く
始
ま
っ
た
日
蓮
教
団
の
京
都
へ
の
布
教
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
四
条
の
妙
顕
寺
・
六
条
の
本
国
寺
が
そ
の

二
大
拠
点
と
さ
れ
、
室
町
前
期
の
日
蓮
教
団
の
主
力
は
関
西
へ
移
っ
た
観
を
呈
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
中
山
門
流
の
玄
妙
日
什
（
一
三

( 19) 

一
四

i
一
三
九
二
〉
の
分
離
独
立
を
は
じ
め
と
し
て
、
久
遠
成
日
親
（
一
四

O
七
1
一
四
八
八
〉
の
本
法
寺
、
月
蔵
日
祝
ハ
一
四
三
七

i

一
五
二
ニ
）
の
頂
妙
寺
の
分
立
。
印
門
の
六
条
門
流
よ
り
円
光
日
陣
〈
一
三
三
九
i
一
四
一
九
〉
の
分
立
。
像
門
の
四
条
門
流
よ
り
通
覚

日
実
（
一
三
一
八

i
一
三
七
八
〉
の
妙
覚
寺
、
仏
性
日
慶
（
一
三
九
七

i
一
四
七
八
〉
の
妙
蓮
寺
、
慶
林
日
隆
三
三
八
五

3
一
四
六
四
〉

の
本
能
寺
、
常
不
軽
日
真
（
一
四
四
四

i
一
五
二
八
五
本
隆
寺
等
々
が
分
離
し
て
、
宛
ら
諸
門
流
勃
興
時
代
の
到
来
と
な
っ
勺

翻
っ
て
、
か
か
る
諸
師
が
主
に
関
西
で
教
線
を
拡
張
し
、
宗
風
の
刷
新
を
計
っ
た
の
に
対
し
、
行
学
日
朝
ハ
一
四
二
二

i
一五

O
O〉

は
一
人
関
東
の
祖
山
に
あ
っ
て
、
祖
廟
の
確
立
と
日
蓮
教
学
の
大
成
を
期
し
た
の
で
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
日
朝
は
豆
州
宇
佐
美
に
生
ま
れ
、
字
は
鏡
澄
、
加
賀
阿
閤
梨
と
い
い
、
は
じ
め
宝
緊
院
と
号
し
、
の
ち
行
学
院
と
改

称
し
た
。
幼
に
し
て
聡
敏
、
八
才
の
時
三
島
本
覚
寺
の
祖
一
乗
坊
日
出
に
師
事
し
剃
髪
得
度
。
長
じ
て
武
州
仙
波
に
負
笈
し
天
台
学
を
修

朝
師
御
書
見
聞
の
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ハ
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傑
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め
、
南
都
北
績
に
遊
び
諸
宗
を
渉
猟
し
、
京
都
本
覚
寺
真
如
日
住
〈
一
四

O
三

t
一
四
八
六
〉
の
門
に
在
っ
て
宗
学
を
研
鎖
し
た
と
い
う
。

越
え
て
、
寛
正
三
年
三
四
六
二
〉
日
朝
四
十
一
才
の
時
身
延
山
久
遠
寺
十
一
世
に
晋
み
、
円
鏡
日
意
に
法
灯
を
継
承
す
る
ま
で
の
三
十

七
年
の
長
き
間
貫
首
職
を
務
め
、
物
心
両
面
に
亘
る
数
多
く
の
業
績
を
残
し
、
現
今
の
祖
山
と
し
て
の
基
礎
を
確
立
し
、
延
山
中
興
と
仰

が
れ
て
い
る
。
特
筆
さ
れ
る
べ
き
は
、

川
久
遠
寺
を
狭
隆
な
西
谷
の
地
よ
り
現
今
の
地
に
移
転
し
て
、
伽
藍
の
整
備
に
尽
力

ω年
中
・
月
例
の
行
事
等
を
定
め
、
諸
種
の
法
則
を
集
定
し
て
制
度
を
確
立

川
祖
書
の
蒐
集
謹
写
と
そ
の
注
釈
事
業
を
通
し
て
、
教
学
の
組
織
化
と
子
弟
教
育
に
全
精
魂
の
傾
注

等
で
あ
ろ
う
o
か
く
て
、
明
応
八
年
三
四
九
九
〉
行
学
院
に
退
蔵
。
翌
九
年
六
月
二
十
五
日
入
寂
o

世
寿
七
十
九
才
で
あ
っ
勺

な
お
拙
稿
は
、
文
明
十
年
三
四
七
八
〉
十
月
中
旬
起
稿
、
翌
十
一
年
二
月
脱
稿
に
な
り
、
身
延
山
久
遠
寺
に
蔵
さ
れ
、
日
朝
の
直
筆

( 20 ) 

が
存
す
る
『
御
書
見
聞
』
所
収
の
「
安
国
論
私
抄
」
に
つ
い
て
、
少
し
く
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

(::) 

日
朝
の
著
述

日
朝
の
著
述
は
極
め
て
多
く
、
古
来
世
に
伝
う
る
も
の
約
六
十
部
七
百
五
十
余
巻
と
い
う
。
現
に
身
延
山
所
蔵
に
な
る
も
の
約
六
百
巻

が
数
え
ら
れ
、
本
門
法
華
宗
の
祖
慶
林
日
隆
と
と
も
に
、
本
化
門
下
述
作
の
双
壁
、
世
に
東
朝
西
隆
と
称
さ
れ
て
い
る
。

な
お
身
延
山
所
蔵
の
詳
細
な
る
日
朝
関
連
著
作
に
つ
い
て
は
、
近
々
出
版
の
運
び
に
な
る
『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』
を
待
ち
た
い
。

〈
『
本
尊
論
資
料
』
所
収
〉

学
院
日
朝
上
人
』
所
収
〉
等
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
主
た
る
も
の
を
掲
げ
大
雑
把
に
分
類
を
試
み
る
と
、

今
は
、

『
日
蓮
宗
々
学
章
疏
目
録
』

・
「
日
朝
上
人
著
述
目
録
」

・
「
著
述
目
録
」

〈
室
住
一
妙
氏
『
行



ω本
典
関
係

ω祖
典
関
係

川
天
台
関
係

ω宗
義
関
係

ω史
伝
関
係

川
諸
宗
関
係

川
論
義
関
係

補補
施施
集集

祖法
書華
講経
義識

ささ券

法
華
草
案
抄

法
華
大
綱
抄

法
華
講
演
抄

法
華
十
鱗

補
施
集
（
玄
義
・
止
観
講
義
分
）

恵
心
流
七
箇
見
聞
私

弘
経
用
心
記

当
家
朝
日
伝

本
迩
事

本
尊
相
伝

祈
祷
相
伝

弘
経
要
文

元
祖
化
噂
記

一
代
五
時
記

四
宗
要
文

例
議
問
答

三
日
諮
問
答

立
正
会
問
答

等
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
朝
に
は
か
な
り
の
数
の
中
古
天
台
関
連
の
所
持
本
・
書
写
本
が
あ
り
、
か
っ
門
弟
等
が
招
来
し
た
諸
山
諸
門
流

《

6
v

等
々
の
資
料
が
身
延
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
典
籍
も
当
然
の
ご
と
く
注
目
さ
れ
る
。

( 21 ) 

こ
の
よ
う
に
日
朝
は
、
宗
義
関
連
の
み
な
ら
ず
台
学
は
勿
論
の
こ
と
、

一
般
仏
教
・
各
宗
に
ま
で
及
び
、
そ
の
学
識
の
深
さ
は
驚
嘆
に

値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。伺

安
国
論
私
抄
の
検
討

－
｜
御
書
見
聞
に
つ
い
て
｜
｜

『
御
書
見
聞
』
は
、
『
朝
師
御
書
見
聞
』
・
『
朝
師
見
聞
』
・
『
朝
抄
』
と
古
来
か
ら
呼
ば
れ
、
宗
祖
の
遺
文
に
注
釈
を
施
し
た
も
の
で
、

そ
の
部
立
て
は
五
大
部
を
中
心
と
し
て
、
現
在
二
十
六
鰐
四
十
四
巻
が
存
し
、

『
日
蓮
宗
々
学
全
脅
』
第
十
五
・
十
六
・
十
七
巻
に
お
い

て
は
二
十
三
篇
四
十
巻
が
収
録
さ
れ
、
身
延
文
庫
に
お
い
て
は
『
補
施
集
』
と
題
さ
れ
て
、
十
八
篇
三
十
三
巻
三
十
三
冊
が
蔵
さ
れ
て
い

朝
師
御
曹
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る
が
、
当
初
の
篇
巻
数
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
部
に
亘
る
祖
書
の
注
釈
書
と
し
て
、
本
格
的
な
体
裁
を
整
え
て

【

mv

登
場
し
て
き
た
も
の
は
、
こ
の
『
朝
師
御
書
見
聞
』
を
以
て
鳴
矢
と
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
下
『
宗
全
』
に
し
た
が
っ
て
整
理

す
る
と
、
身
延
山
所
蔵
に
係
る
正
本
が
二
十
八
、
写
本
が
三
、
他
は
藻
原
寺
・
越
後
蓮
昌
寺
・
立
正
大
学
図
書
館
等
に
正
・
写
本
が
散
在

し
、
そ
の
大
半
の
執
筆
は
文
明
八
年
か
ら
十
三
年
の
六
年
の
聞
で
、
執
筆
場
所
は
身
延
山
行
学
院
（
現
在
の
東
谷
覚
林
坊
の
地
〉
に
お
い

て
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
日
朝
が
特
に
力
を
注
い
だ
も
の
は
五
大
部
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
巻
数
と
い
う
量
的
な
面
か
ら
見
て
も
明
瞭
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

「
安
国
論
私
抄
」
五
巻
、

「
関
目
抄
私
見
聞
」
四
巻
、
「
本
尊
抄
私
記
・
私
見
開
」
八
巻
（
た
だ
し
、
八
巻
中
第
一
か

『
補
施
集
』
の
「
観
心
事
」
を
以
て
こ
れ
に
当
て
、
こ
れ
を
「
本
尊
抄
私
誌
と
称
す
〉
、

撰

ら
第
五
ま
で
が
散
逸
す
る
に
よ
っ
て
、

時
抄
私
見
聞
」
二
巻
、

「
報
恩
抄
私
見
聞
」
二
巻
、
こ
れ
ら
五
大
部
の
巻
数
が
全
体
の
半
数
を
占
め
る
を
見
て
も
額
け
よ
う
。
な
お
『
定

(22) 

遺
』
三
巻
続
篇
所
収
の
『
彼
岸
抄
』
に
注
釈
を
加
え
た
「
彼
岸
抄
見
聞
」

一
巻
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
『
御
書
見
聞
』
述
作
の
意
趣
に
つ
い
て
で
あ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
『
御
書
見
聞
』
ば
か
り
で
な
く
、
日
朝
の
著
作
の
凡
て
に
共
通

す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
川
大
局
的
に
は
身
延
山
を
布
教
興
学
の
中
心
地
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
点
。

ω限
を
近
く
に
転
ず
れ
ば
、
例
え
ば

「
報
恩
抄
私
見
聞
」
第
こ
に
は
「
願
内
以
－
－
書
写
払
上
下
紅
店
者
我
包
玄
衆
生
－
皆
共
ぽ
－
－
仏
也
、
右
両
為
－
一
広
宣
流
布
門
徒
繁
久
－
齢
、
「
関

目
抄
私
見
聞
」
第
一
に
は
「
願
以
書
写
力
、
師
父
母
自
身
及
法
界
衆
生
皆
共
成
仏
齢
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
警
に
明
記
さ
れ
お
う
に
、

「
師
父
母
」
等
の
追
普
及
び
法
界
群
生
の
利
益
の
回
向
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
朝
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
魯
を
著
わ

。
胞
〉

す
書
写
力
に
よ
っ
て
、
報
思
に
準
え
よ
う
と
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
文
明
十
三
年
三
四
八
一
〉
は
宗
祖
正
当
二
百
遠
忌

「
広
宣
流
布
」
で
あ
り
、

と
い
う
一
つ
の
大
き
な
節
目
に
、
祖
山
の
貫
首
と
し
て
値
遇
す
る
が
ゆ
え
の
報
謝
の
発
露
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。



ー
l
安
国
論
私
抄
の
構
成
l
｜

（
全
五
巻
〉
は
、
第
一
・
F

E

－
－
－
－
・
五
の
四
巻
は

『
御
書
見
聞
』
の
執
筆
順
で
い
え
ば
、
六
番
目
に
手
懸
け
ら
れ
た
「
安
国
論
私
抄
」

日
朝
の
直
筆
本
が
、
第
四
巻
は
日
意
の
写
本
が
身
延
山
に
蔵
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
端
書
・
奥
書
等
に
執
筆
の
時
期
・
場
所
が
明
示
さ
れ
て

（

mv 

い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
端
書
に
「
文
明
十
年
戊
民
十
月
中
旬
初
之
」
と
、
第
二
・
三
な
く
、
第
四
・
五
の
奥
に
「
文
明
十
一
年
己
亥

Q
M
V
 

二
月
三
日
於
身
延
山
久
遠
寺
行
学
院
誌
之
」
・
「
文
明
十
一
年
己
亥
二
月
時
正
第
七
於
身
延
山
久
遠
寺
行
学
院
書
－

aと
あ
っ
て
、

約
三
ヶ
月
半
に
て
脱
稿
し
た
こ
と
を
知
る
。
今
、
そ
の
構
成
を
大
掴
み
に
図
示
す
れ
ば
、

（
項
目
数
〉

第

10 28 
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：
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：
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十
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：
：
：
〈
五
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－

j
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－
－
お
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ー
十
一
段
：
：
：
（
六
問
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：
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：
：
：
：
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ー
十
二
段
：
：
：
ハ
六
答
〉
・

j
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7
｜

十

段

七
問、J

ー
第
四

l
l
i十
四
段
：
：
：
〈
七
答
〉
：

j
i－－－

M

l

ー
第
五

ー
十
五
段
：
：
：
〈
八
問
）
：
：
：
：
：
：

5

1

<・14) 

ー
十
六
段
：
：
：
（
八
答
〉
：
：
：
：
：
：

3
1

ー
十
七
段
：
：
：
（
九
問
〉
・
－

j
i－－：

5

1

十
八

段

九
答、J

14 

日
行
釘
行

」
初
J
A
U

P

P

 

巻Fo 

n
－
－
｜
〈
第
三
段
）
創申一品

ー
十
九
段
：
：
：
〈
十
問
〉
：
：
：
：
：
：

3

l

の
三
区
分
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
た
る
点
を
簡
潔
に
述
べ
る
な
ら
ば
、

ハ
第
一
段
）
冒
頭
よ
り
『
安
国
論
副
状
』
・
『
宿
屋
入
道
許
御
状
』
及
び
『
八
幡
愚
童
訓
』
等
々
を
援
引
し
て
の
『
立
正
安
国
論
』
述



作
の
背
景
説
明
。
普
神
捨
園
の
力
説
。

『
種
々
御
振
舞
御
魯
』
等
を
援
引
し
て
の
他
国
侵
逼
難
の
的
中
の
強
調
。

ハ
第
二
段
〉

『
安
国
論
』
の
十
問
九
答
を
十
九
段
の
節
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
注
釈
を
施
し
、
第
八
段
〈
回
答
）
を
軸
に
、
法
然
の
浄
土

念
仏
義
に
つ
い
て
の
破
折
。

〈
第
三
段
〉
前
の
十
九
段
の
注
釈
の
拾
遺
と
社
参
問
題
。

等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

i
l安
国
論
私
抄
の
検
討
i
｜

「
安
国
論
私
抄
」
を
検
討
す
る
と
、
様
々
な
問
題
が
存
す
る
。
例
え
ば
川
引
用
経
論
釈
に
つ
い
て

ω善
神
捨
固
に
つ
い
て

ω法
然

の
浄
土
念
仏
義
に
つ
い
て

生
す
る
「
念
仏
者
追
放
事
」
と
『
金
網
集
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
、

川
社
参
に
つ
い
て

川
安
国
論
の
諸
本
に
つ
い
て

等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

今
回
は
川
・

ω及
び

ωか
ら
派
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の
三
点
を
述
べ
る
こ
と
と
し
、
他
は
後
日
に
譲
る
も
の
と
す
る
。

〈
引
用
経
論
釈
に
つ
い
て
〉

『
御
書
見
聞
』
を
通
観
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
遺
文
の
注
釈
に
重
き
を
置
く
と
い
う
立
場
か
ら
か
、
そ
の
執
筆
姿
勢
は
、
宗
祖

の
思
想
・
教
学
の
探
究
と
い
う
面
に
は
比
較
的
力
点
を
置
か
ず
、
主
に
遺
文
に
記
さ
れ
る
経
典
・
論
釈
・
書
名
・
人
名
・
地
名
等
々
の
原

典
を
引
用
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
訓
詰
学
的
色
彩
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
文
献
学
的
・
文
証

的
熊
度
を
も
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

「
安
国
論
私
抄
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、

全
五
巻
中
に
引
用
さ
れ
る
経
論
釈
等
々
の
典
籍
は
、

属
大
な
量
に
上
る
。
本
来
な
ら
ば
こ
こ

で、

本
私
抄
中
の
引
用
経
論
釈
に
つ
い
て
、

そ
の
出
典
を
含
め
具
さ
に
検
討
対
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

紙
巾
の
都
合
で
省
く
。

・・
2
唖

e
t
ふ

t

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
ハ
中
傑
〉



朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
ハ
中
傑
〉

し
、
本
私
抄
中
に
引
用
さ
れ
る
主
た
る
経
論
釈
等
の
出
典
名
の
み
を
記
す
と
、

ω経
典
関
係

浬
柴
経

法
華
経

大
集
経

金
光
明
経

仁
王
経

薬
師
経

観
無
量
寿
経

摩
耶
経

心
地
観
経

無
量
義
経

普
賢
経

大
般
若
波
羅
蜜
経

仙

W
遺
文
関
係

安
国
論
副
状

宿
屋
入
道
殿
許
御
状

一
昨
日
御
書

中
興
入
道
御
消
息

種
々
御
振
舞
御
番

顕
立
正
意
抄

安
国

論
御
勘
由
来

如
説
修
行
抄

本
尊
抄

唱
法
華
題
目
抄

太
田
抄
（
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
の
こ
と
〉

報
思
抄

曽
谷
殿
御
返
事

沢
抄

乙
御
前
御
消
息

略
八
幡
抄
〈
四
条
金
吾
許
御
文
の
こ
と
〉

撰
時
抄

村
中
国
の
仏
教
典
籍
関
係

付
日
本
の
仏
教
典
籍
関
係

止
観

玄
義

弘
決

文
句
記

釈
鍛

止
観
義
例
法
華
・
義
疏
仁
王
般
若
経
疏
三
論
玄
義
般
舟
讃

秀
句

依
滋
天
台
集

伝
述
一
心
戒
文

秘
蔵
宝
鏑
三
教
指
帰
教
時
義
選
択
集
選
択
伝
弘
決
疑
抄

浄
土
宗
抄
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肘
中
古
天
台
の
典
籍
関
係

山
家
御
釈
（
牛
頭
決
の
こ
と
〉

付
そ
の
他
の
典
籍
関
係

史
記

文
粋

千
字
文
注

左
伝

礼
記

論
語

八
幡
愚
・
蛍
訓

元
亨
釈
書

平
家
物
語

等
の
典
籍
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〈
帥

u
v

そ
し
て
、
引
用
経
論
釈
等
々
を
丹
念
に
検
す
る
と
、
確
認
の
出
来
ぬ
も
の
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
概
ね
正
確
に
記
さ
れ
て
あ
る
と

見
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

「
或
記
」

「
或
抄
」
・
「
或
義
」
と
い
う
よ
う
な
引
用
表
現
が
、
か
な
り
の
頻
度

で
あ
る
こ
と
が
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
日
朝
が
執
筆
す
る
に
当
っ
て
、

ω出
典
名
等
が
は
っ
き
り
せ
ぬ
場
合
。

ω出
典
等
を
は
っ
き
り
限
定
せ
ず
に
い
う
場
合
。
の
二
意
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
周
知
の
よ
う
に
、
宗
祖
の
弘
経
の
基
本
姿
勢
は
折
伏
に
あ
っ
て
、
そ
の
守
塔
沙
門
と
し
て
宗
祖
を
鎖
仰
す
る
こ
と
人
後
に
落
ち



ぬ
日
朝
が
、
そ
の
教
学
の
特
色
の
一
つ
に
、
充
分
に
吟
味
さ
れ
た
経
論
釈
を
引
用
し
て
、
自
説
の
援
証
と
す
る
文
証
主
義
が
、
極
め
て
旺

盛
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
ぬ
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
朝
も
ま
た
、
か
か
る
主
義
を
厳
密
に
踏
襲
し
て
い
る
。

一
例
を
挙

げ
る
と
、
そ
れ
は
「
安
国
論
私
抄
」
第
三
の
八
段
（
四
答
〉
の
「
就
之
見
之
引
曇
鴛
道
紳
善
導
之
謬
釈
等
事
」
中
に
、
道
綜
の
『
安
楽
集
』

の
吟
味
を
め
ぐ
っ
て
の
問
答
往
復
中
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
安
楽
集
上
云
・
・
・
・
（
中
略
〉
・
・
・
・
・
是
故
大
集
月
蔵
経
云

キ

（

却

》

我
末
法
時
中
億
億
衆
生
、
起
行
修
道
未
有
一
人
得
者
、
当
今
末
法
是
五
濁
悪
世
、
唯
有
＝
浄
土
一
門
－
可
－
一
通
入
－
路
也
v
」
と
、
『
安
楽
集
』

が
『
大
集
経
（
月
蔵
分
）
』
の
文
を
援
引
す
る
の
に
対
し
、
日
朝
は
か
か
る
経
文
を
吟
味
し
て
、
「
大
集
月
蔵
丸
糸
文
無
レ
之
、
憶
説
均
」

〈
忽
〉

と
、
断
を
下
す
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
大
正
蔵
経
』
を
緒
く
時
、
確
か
に
『
安
楽
集
』
中
に
は
か
か
る
一
文
は
存
す
る
の
で

あ
る
が
、

『
大
集
経
（
月
蔵
分
）
』
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

八
略
本
と
広
本
に
つ
い
て
〉
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『
立
正
安
国
論
』
と
い
え
ば
、
正
式
に
は
文
応
元
年
七
月
十
六
日
宿
屋
左
衛
門
尉
入
道
最
信
を
取
次
と
し
て
、
最
明
寺
入
道
時
頼
に
上

〈
鉛
）

申
さ
れ
た
も
の
を
い
い
、
今
日
こ
れ
を
文
応
本
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
安
国
論
は
い
わ
ゆ
る
諌
焼
香
で
あ
る
か
ら
、
再
び
本
人
の
手
許
へ

か
え
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
通
常
に
い
う
安
国
論
と
は
中
山
本
を
指
し
、
こ
の
中
山
本
に
は
、

〈

M
V

進
し
て
か
ら
、
十
年
後
の
文
永
六
年
十
二
月
八
日
書
写
の
奥
書
の
あ
る
も
の
で
、
現
在
中
山
法
華
経
寺
に
蔵
さ
れ
、
そ
の
署
名
は
な
い
。

（
笥
〉

そ
し
て
、
真
間
切
損
本
と
称
さ
れ
る
も
の
が
各
所
に
散
在
し
、
明
治
八
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
身
延
本
等
が
存
在
し
て
い
た
。

『
安
国
論
』
を
幕
府
に
献

さ
ら
に
建
治
・
弘
安
の
交
に
係
年
さ
れ
る
『
立
正
安
国
論
』
広
本
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
京
都
本
国
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
文
応
の
安
国
論
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
を
通
称
略
本
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
こ
の
本
国
寺
本
を
広
本
乃
至
建
治
・
弘
安
の
再
治
本
と
称
し

a

v

a

v

 

て
い
る
。
中
山
日
祐
の
『
本
尊
聖
教
録
』
に
「
安
国
論
一
帖
並
再
治
本
一
帖
」
と
あ
り
、
本
成
日
実
の
『
当
家
宗
旨
名
目
』
に
は
「
建
治

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
（
中
傑
〉



朝
師
御
窃
見
聞
の
一
考
察
（
中
傑
〉

再
治
安
国
論
御
座
・
跨
と
、
ま
た
、
由
連
日
興
に
仮
托
さ
れ
、
富
士
系
の
初
期
露
で
あ
る
『
富
士
一
跡
門
徒
存
知
事
』
に
「
此
有
＝
両

＝へ’守
7

，

号

世

本
－
、
一
本
文
応
元
年
御
作
、
是
最
明
寺
殿
及
法
光
寺
殿
奏
上
本
也
。
一
本
弘
安
年
中
於
コ
身
延
山
－
先
本
添
＝
文
言
－
、
而
無
－
－
別
旨
趣
－
、

只
一
手
建
治
広
－
k
w
v」
と
あ
っ
て
、
広
本
の
存
在
を
明
記
し
て
い
る
。

か
か
る
中
で
日
朝
は
、
「
安
国
論
私
抄
」
中
に
「
安
国
論
略
本
広
本
事
」
・
「
天
台
沙
門
日
蓮
勘
之
」
の
二
項
を
立
て
、
「
凡
安
国
論
ニ

モ
文
永
六
年
御
直
筆
ノ
本
－
一
ハ
天
台
沙
門
無
レ
之
、
其
本
下
総
中
山
有
レ
之
、
叉
建
治
年
号
－
一
テ
再
治
安
国
論
ト
テ
有
レ
之
、
其
本
－
一
モ
天
台

a剖
》

沙
門
言
無
ν
之
」
と
述
べ
、
広
本
は
略
本
を
再
治
し
た
も
の
と
の
見
解
を
示
し
、
そ
の
一
方
第
三
者
の
言
と
し
て
、
「
或
人
云
広
本
草
案

a

玉

h
a
v

御
本
也
、
当
時
略
本
公
界
出
御
本
也
。
」
と
記
し
、
広
本
は
略
本
の
草
稿
本
で
あ
る
と
の
説
を
伝
え
て
い
る
。
と
す
る
と
、
広
本
は
再
治

本
か
そ
れ
と
も
草
稿
本
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
日
朝
は
「
安
国
論
私
抄
」
第
二
の
官
頭
の
項
「
尋
去
立
正
安
国
論
題
玉
意
如
何
」
中

に
、
「
師
云
守
護
国
家
論
ト
云
〆
御
番
有
レ
之
、
公
方
安
久
書
レ
之
玉
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
動

r博
ナ
ル
札
後
－
一
此
書
ヲ
書
玉
ヘ
ル
ル
噌
v

」
と

述
べ
て
い
る
o

か
か
る
表
現
か
ら
見
て
、
日
朝
は
広
本
草
稿
本
説
に
消
極
的
な
が
ら
、
疑
問
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
鵠

と
こ
ろ
で
、
日
朝
が
「
安
国
論
私
抄
」
を
手
懸
け
る
に
当
っ
て
、
底
本
と
し
た
も
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
身
延
本
で
あ
ろ
う
が
、
身

延
十
五
世
宝
蔵
日
叙
〈
一
五
二
三

i
一
五
七
八
〉
は
前
述
の
「
略
本
広
本
事
」
の
左
に
付
記
し
て
、
「
日
叙
私
云
御
自
宮
町
京
国
論
中
止
一

，F
h
v

《

uv

巻
本
国
寺
一
巻
、
当
山
一
巻
也
、
・
・
・
・
・
当
山
所
納
本
世
流
布
本
少
異
所
有
ν
之
、
」
と
述
べ
、
身
延
本
が
い

( :ZB ) 

（
中
略
〉

わ
ゆ
る
中
山
本
と
少
異
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
現
在
身
延
本
は
焼
失
し
て
存
在
し
な
い
が
、
こ
れ
と
同
じ
も
の
が
身
延
二
十
一
世
寂

照
日
乾
（
一
五
六

0
1
一
六
三
五
〉
の
模
写
に
係
る
も
の
と
し
て
、
京
都
本
満
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
先
年
そ
の
日
乾
本
と
中
山

本
と
を
対
照
し
て
み
た
が
、
字
句
の
相
違
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
驚
く
程
の
違
い
は
な
鴻

八
「
念
仏
者
追
放
事
」
と
『
金
網
集
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
〉



「
安
国
論
私
抄
」
第
四
の
第
十
二
段
中
に
「
念
仏
者
追
放
事
」
と
い
う
一
項
が
設
け
ら
れ
、

「
或
記
云
」
と
し
て
「
追
放
宣
旨
」
九
篇

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
念
仏
者
の
「
追
放
宣
旨
」
を
掲
げ
る
主
旨
は
、
破
仏
法
の
因
縁
で
あ
り
、
亡
国
の
邪
法
で
あ
る

法
然
一
房
源
空
の
専
修
念
仏
を
、
例
え
ば
『
守
護
国
家
論
』
の
よ
う
に
法
門
教
義
で
責
め
る
の
で
は
な
く
、
法
令
制
度
を
以
て
対
治
・
折
伏

・
捨
邪
帰
正
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
念
仏
者
追
放
事
」
中
の
九
篇
は
、

『
定
遺
』
第
三
巻
図
録
所
収
の
『
念
仏
者
追
放
宜
状
事
』
中
の
「
追
放
宣
旨
」

（
「
浄
土
見
聞
集
」
下
八
念
仏
者
所
追
事
〉
〉
に
至
っ
て
は
、

と
七
篇
が
共
通
で
、
し
か
も
、
身
延
山
久
遠
寺
に
蔵
さ
れ
る
『
金
網
集
』

九
篇
全
部
が
同
で
、
か
っ
、
そ
の
配
列
・
順
序
ま
で
が
一
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
「
追
放
宣
旨
」
は
、

自
拘
V

び
武
州
一
の
江
妙
覚
寺
の
祖
日
全
〈
一
二
九
四

i
一
三
四
四
〉
の
『
法
華
問
答
正
義
抄
』

『
念
仏
無
間
地
獄
抄
』
及

ハ
全
二
十
二
巻
〈
付
浄
土
宗
〉
）
と
に
、
そ
れ
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ぞれ共通のものが見られる。これら一連のものを整理し略示すると左の通りである。

2 1 

七月四 宣旨 六月

追放宣旨一日 九十
の の
宣旨

日
称

の

p .122 P.121 

会蚕十 安論国8行 13行

p .122 p .122 ~ 私抄
13行 7行

p .215 p .214 

長下問集、J十巻三金編曲:;i<: 

8行 13行

p .215 p .215 

13行 7行

p .2263 

12行

p .2264 

4行

ハ抄定遺巻、J 念地獄仏無岡

土宗）ハ巻詩十三．法華答書正間

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
ハ
中
傑
〉



朝師御古見聞の一考察（中傑〉

9 8 7 6 5 4 3 

永
御返司E東関ヨ の 隆寛 旨殿権2十月十

宣の旨蔵守駿十武日嘉：年三十月禄

旨七 七

尊 宜宵 の
月 月
十 五

リ

所配改易 I へ宜の修理日
一 日

の 宣日
日 の
の 宣

状 ノ へ二 ~圭ョa， K日::. 

P.125 p .124 P.124 P.124 P.123 p .123 p .122 

6行 13行 9行 4行 13行 9行 14行

P.127 P.125 P.124 P.124 p .124 P.123 p .123 

8行 5行 12行 8行 3行 12行 8行

P.218 P.217 p .217 P.217 p .216 P.216 P.215 

5行 13行 8行 4行 13行 9行 14行！

P.219 P.218 p .217 P.217 p .217 P.216 P.216 

3行 4行 12行 7行 3行 12行 8行

p .2262 p .2263 p .2265 p .2262 p .2266 p .2265 

3行 4行 11行 12行 5行 2行

p .2262 p .2263 p .2266 p .2263 p .2266 p .2265 

11行 11行 4行 2行 9行 6行

P.41 P.41 p .40 P.40 

6行 2行 14行 8行

p .41 P.41 p .41 P.40 

9行 6行 2行 14行

110丁 109丁 109丁

殊
に
注
視
す
べ
き
は
、

『
念
仏
者
追
放
宣
旨
状
事
』

・
『
法
華
問
答
正
義
抄
』
等
が
、

「
追
放
宣
旨
」
の
引

・
『
念
仏
無
間
地
獄
抄
』

用
を
、
必
要
な
個
所
の
み
適
宜
取
捨
選
択
し
て
い
る
の
に
対
し
、
先
に
少
し
触
れ
た
が
、

「
安
国
論
私
抄
」
と
『
金
網
集
』
と
は
、
そ
の

( 30 ) 



全
同
と
い
っ
た
が
、
異
な
る
個
所
が
一
点
あ
る
。
そ
れ
は
9
の

「
安
国
論
私
抄
」
が
「
抑
人
人
判
談
之
詞
大
旨
風
間
候
、
御
主
乙
番
遁
－
勝
－
一
擢
邪
輸
－
開
制
官
筆

J

Q

M

V

 

体
義
理
盤
足
殊
勝
之
由
人
人
申
候
、
叉
自
見
給
也
、

O
又
此
十
一
日
愈
義
云
法
然
房
所
造
撰
誘
法
書
也
」
と
本
文
省
略
の
符
号
の
「

O
」

（掲》

印
を
付
す
の
に
対
し
、

配
列
・
そ
の
内
容
ま
で
も
が
全
同
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
、

「
永
尊
の
状
」
に
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

察
す
る
に
、

『
金
綱
集
』
は
省
略
さ
れ
る
一
四
九
文
字
を
漏
れ
な
く
収
録
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
事
実
か
ら

日
朝
は
こ
の
項
を
立
て
る
に
当
っ
て
、
身
延
山
蔵
の
『
金
綱
集
』
を
当
然
閲
覧
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
念
仏
者
追
放
事
」

と
い
う
一
項
を
設
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
如
何
な
る
理
由
に
基
づ
く
も
の
か
、

「
金
網
集
－
一
云
ク
」
と
せ
ず
、

翁〉

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
日
朝
は
他
の
念
仏
者
追
放
関
係
の
典
籍
を
閲
読
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
安
国
論
私
抄
」
を
検
討

円相》

し
た
範
囲
内
の
典
籍
引
用
例
か
ら
い
え
ば
、

「
或
記
－
一
云
ク
」
と

「
或
記
云
」
と
せ
ず
「
金
綱
集
云
」
と
す
る
の
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

伺

む
す
び

( 31 ) 

以
上
極
め
て
平
板
な
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

〆
く
く
り
と
し
て
拙
論
の
要
点
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

同
日
朝
が
『
御
書
見
聞
』
を
は
じ
め
と
す
る
尾
大
な
書
物
を
著
わ
す
に
至
っ
た
気
力
の
根
源
の
最
第
一
は
、
報
思
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
日
朝
は
、
も
の
を
書
く
と
い
う
書
写
力
に
よ
っ
て
報
恩
に
準
え
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ω日
朝
は
充
分
に
吟
味
さ
れ
た
経
論
釈
等
を
援
引
し
て
、
注
釈
を
施
し
て
お
り
、
か
つ
ま
た
、
そ
の
資
料
の
豊
富
さ
に
は
驚
嘆
さ
せ
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ω日
朝
は
『
立
正
安
国
論
』
広
本
を
建
治
の
再
治
本
と
称
し
、
当
時
流
布
し
て
い
た
略
本
草
稿
本
説
に
、
疑
問
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
ハ
中
傑
）
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ω日
朝
は
「
或
記
」
と
し
て
、

「
念
仏
者
追
放
宣
旨
」
九
篇
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
配
列
・
省
略
の
仕
方
等
か
ら
見
て
、
『
金
網
集
』

が
そ
の
出
典
と
思
わ
れ
る
。

執
行
海
秀
氏
『
回
避
宗
教
学
史
』
（
＝
一

t
八
〉
、
『
日
蓮
教
団
全
史
』
ハ
＝
＝
五

t
三
ハ
汽
〉
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

日
朝
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
（
ニ
九
七

t
三
O
O〉
、
『
身
延
山
史
』

2
ハ一一

t
八
四
）
、
「
日
朝
上
人
略
伝
」

2
m

全
一
五
巻
一

J
四
〉
、
室
住
一
妙
氏
『
行
学
院
日
朝
上
人
』
、
『
回
避
教
団
全
書
ハ
三

O
六
t
一一一一

O
〉
、
『
日
蓮
辞
典
』
（
二
一

O
t二一

一
〉
、
『
日
蓮
宗
事
典
』
ハ
六
七
七
J
六
七
八
〉
を
事
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
一
五
巻
の
「
例
言
」
〈
一
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

執
行
海
秀
氏
前
掲
著
ハ
八
五
）
、
望
月
歓
厚
民
『
日
蓮
宗
学
説
申
G

ハ
一
一
五

t
一
二
ハ
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
一
般
に
は
『
御
魯
見
聞
』
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
身
延
文
庫
に
お
い
て
は
『
補
施
集
』
と
題
さ
れ
て
い
る
。

田
村
完
普
氏
「
身
延
文
庫
所
蔵
の
中
古
天
台
口
伝
文
献
に
つ
い
て
」
ハ
六
四
三

i
六
五
八
『
イ

γ
ド
思
想
と
仏
教
〉
を
彦
照
さ
れ
た
い
。

安
園
田
講
は
『
御
古
見
聞
』
を
『
朝
抄
』
と
称
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
録
内
啓
諜
』
巻
一

t
三
ハ
『
立
正
安
国
論
』
）
を
見
る
と
「
朝
抄
云
」
と

す
る
箇
所
が
五
十
一
点
に
も
及
ぶ
。

宗
全
一
五
巻
の
「
例
宮
」
ハ
一

J
六
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
は
「
閲
目
抄
私
見
聞
」
に
追
加
本
〈
正
本
身
延
〉
の
存
在
を
示
し
て
い
る
が
、
身
延
文
庫
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

上
田
本
昌
民
『
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
法
華
仏
教
の
展
開
』
ハ
三
一
二

t
三
一
八
）
を
彦
照
さ
れ
た
い
。

『
録
内
啓
蒙
』
は
「
本
尊
抄
私
記
」
を
し
ば
し
ば
「
別
本
朝
抄
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
一
例
を
示
せ
ば
『
啓
蒙
』
巻
十
六
ハ
一
九
八
九
・
一

九
九
八
・
ニ

O
七
二
〉
の
ご
と
く
で
あ
る
。

宗
全
十
六
巻
一

O
二

。
十
五
巻
二
二
一

江
利
山
麓
顕
氏
「
身
延
文
庫
蔵
本
・
行
晶
子
朝
師
奥
密
集
」

『
日
蓮
宗
事
典
』
ハ
九
九
〉
を
審
照
さ
れ
た
い
。

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（

1
〉

（

2
〉

（

3
〉

（

4
〉

（

5
〉

ハ
6
〉

（

7
〉

（

8
〉

ハ
9
〉

〈叩〉
ハ
U
〉

ハロ〉
ハ日〉
ハ
M
〉

〈店〉
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ハ
『
棲
神
』
一
五
・
一
六
・
一
七
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。



（

踊

〉

ハロ〉

（

却

〉

〈

却

〉

宗
全
十
五
巻
一

L

V

O

一
四
九
J
一
五

0

0

0

一
八
七

遂
一
原
典
に
当
た
っ
て
対
照
を
試
み
た
が
、
取
意
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。
詮
索
不
前
能
と
思
わ
れ
る
も
の
o
等
を
残
念
な
が
ら

一
部
残
し
、
現
時
点
未
確
認
の
も
の
が
あ
る
。

宗
全
十
五
巻
八
六

0

0

0

 

大
正
蔵
経
四
七
巻
＝
エ
ハ
下
〉

『
安
国
論
御
勘
由
来
』
（
定
迫
田
ニ
ニ
〉

『
安
国
論
奥
富
』
ハ
定
遺
四
四
一
一

l
四
四
三
〉

定
遺
ニ

O
九
の
脚
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

略
本
・
広
本
・
再
治
本
と
は
後
世
の
人
の
称
す
る
と
こ
ろ
で
、
宗
祖
は
何
も
い
わ
れ
て
は
い
な
い
。

定
遺
ニ
七
四

O

巻
下
二

宗
全
ニ
巻
一
二
ニ

ク
一
五
巻
三
一

h

v

o

四

ク

ク

二

五

拙
稿
「
立
正
安
国
論
の
略
本
と
広
本
に
つ
い
て
」
ハ
六
七

t
一
O
八
『
棲
神
』
五
一
）
を
奉
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
一
五
巻
四

前
掲
拙
稿
ハ
一

O
五
の
注
U
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

立
正
大
学
園
部
館
蔵
〈
写
本
〉
。
な
お
回
全
の
略
歴
に
つ
い
て
は
宮
崎
英
修
民
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
（
四
一

t
四
ニ
〉
を
、
教
学
に

つ
い
て
は
渡
辺
宝
陽
氏
「
日
全
の
教
学
叙
述
」
ハ
＝
ニ
九

t
一
四
五
『
中
山
法
華
経
寺
誌
』
）
を
、
ま
た
『
全
綱
集
』
と
『
法
華
問
答
正
麓
抄
』

と
の
関
連
に
つ
い
て
は
浅
井
円
道
氏
「
金
網
集
と
法
華
問
答
正
範
抄
」
（
四
六
l
六
六
『
大
崎
学
報
』
－
三
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
ハ
中
傑
〉
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（

釘

〉

〈舗〉
〈鈎〉

宗
全
十
五
巻
一
二
五

宮
崎
英
修
民
前
掲
著
ハ
四
一
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宮
崎
英
修
先
生
か
ら
「
日
法
笹
の
『
念
仏
者
追
放
宜
状
事
』
ハ
岡
宮
光
長
寺
蔵
〉
が
あ
る
が
、

と
の
ど
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
機
会
を
得
て
拝
し
、
検
討
を
試
み
た
い
。

「
安
国
論
私
抄
」
中
に
は
、
「
金
網
集
云
」
と
い
う
よ
う
な
引
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。

日
朝
は
そ
れ
を
見
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
」

ハM
W〉

な
お

昭
和
定
本
日
蓮
聖
人

芝
は
定

堤

『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』
は
宗
全
、

『
大
正
新
傭
大
蔵
経
』
は
大
正
蔵
経
、
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

付
記

「
安
国
論
私
抄
」
中
に
は
「
譲
古
詞
事
」

2
m全
十
五
巻
一
七

t
一
八
〉
と
い
う
一
項
が
設
け
ら
れ
て
あ
る
。
昨
年
の
十
一
月
芹
沢
泰
学
氏
〈
静
岡

県
三
島
市
在
住
〉
の
ど
好
意
に
よ
り
、
日
朝
が
記
す
と
こ
ろ
の
蒙
古
の
言
葉
を
東
京
外
大
ハ
モ

γ
ゴ
ル
語
科
〉
で
見
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

ω高

麗
朝
の
朝
鮮
語
だ
と
思
わ
れ
る
。

ωお
そ
ら
く
、
朝
鮮
人
が
徴
用
さ
れ
て
そ

γ
ゴ
ル
兵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
う
。
と
の
ど
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
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